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おって、平成 ��年６月に、兵庫県のアスベスト製品製造工場から公表された従業者等の健

康被害実態を契機として、県民の健康被害の防止と不安感の解消を図るため、様々なアスベス

ト対策を実施している。�

�����水環境� �

水質汚濁とは、工場・事業場、家庭などから排出される汚水によって河川や海域の水質が悪

化したり、水底の土砂が汚染される現象である。一般に河川や海には汚れをきれいにする自然

の働きがあるが、汚れがひどくなるにつれこの自浄作用が働かなくなる。�

水質汚濁に係る環境基準は、環境基本法等に基づき、人の健康の保護に関する項目（健康項

目）と生活環境の保全に関する項目（生活環境項目）、ダイオキシン類について定められてい

る。健康項目及びダイオキシンに関する環境基準は、すべての公共用水域に一律に適用され、

かつ、直ちに達成・維持されるよう努めるものとされている。一方、生活環境項目に関する環

境基準は、公共用水域について利水目的に応じて水域類型が指定され、それぞれの水域類型ご

とに基準値及び達成期間が設定されている。�

平成��年度の公共用水域の測定結果は、健康項目（��項目）については、河川（��地点）、

湖沼（６地点）及び海域（�	地点）のすべての地点で環境基準を達成した。ダイオキシン類に

ついては、水質底質６地点で環境基準を達成した。生活環境項目については、代表的な水質指

標である
��（河川に適用）及び
��（湖沼及び海域に適用）について、県内の	�水域のうち��

水域で環境基準を達成（達成率��％：前年度��％）した。全窒素及び全燐は、すべての海域で

環境基準を達成した（前年度：全窒素・全燐ともに���％）。�

平成��年度の地下水の水質測定結果については、継続監視調査（定期モニタリング）地点��

地点のうち、１地点でテトラクロロエチレン、��地点で硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素が環境基

準を超過した。�

また、概況調査においては、調査を実施した��地点において、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素

が１地点で環境基準を超過した。要監視項目については、調査を実施した��地点すべてにおい

て、指針値の超過はみられなかった。ダイオキシン類調査についても、調査を実施した１地点

において、環境基準を達成した。�

平成��年度のゴルフ場事業者自らが主要な農薬を対象に排水口等で水質調査を実施する自主

水質検査は、前年度に引き続いて、環境省の指針値等を超過したものはなかった。�

平成�	年度の県内の主な水浴場（��箇所）の水質調査結果では、前年度に引き続いてシーズ

ン前及びシーズン中ともにすべての水浴場で遊泳可能であった。�

なお、平成��年度に引き続き、上記水浴場��箇所において、海水等中の放射性物質及び砂浜

等の空間放射線量率を測定した結果、全ての水浴場において、放射性物質は検出されず、また、

空間放射線量率は県内市街地における測定値と同程度であった。�

�����土壌環境�

土壌の汚染に係る環境基準は、環境基本法等に基づき、カドミウム、ジクロロメタン、ダ

イオキシン類など��物質が設定されており、県では、事業者、土地所有者等に対して、設備

増設等に伴う土地改変の機会をとらえて汚染状況の的確な把握と適切な対策の実施を指導し

ている。�
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